




研究目的:周産期に障害を持って生まれた子供達の抱える医療的問題点の整理、および在

宅療育への課題を検討する。それから求められる医療・療育・福祉体制上の課題を明らか

にする。必要なプログラムを遂行するに当たって、具体的に整備されるべき療育体制、介

護援助のバックアップ体制のあり方、及び現行の障害児療育制度の限界と問題点を明らか

にして、これからの地域障害児の生活の安定と充実を図る。


